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第１章

　

結核免疫及ビ過敏性ノ定義娃ニ「アネルギー」

結核ノ免疫ト過敏性ノ異同及ビ對立二開シテ論

ヲ･立ツルニ先グチ、用語二開シテ一恵解説シテ

オク要ガアル。余等ノヽ朕ニ長年ノ間、結核免疫

(Tuberkulose-Immunitat)ト結核過敏性(Ｔｕbe-

rkulose-Allergie) /雨語ヲ、結核病ノ成立及ビ

治癒一切二常リソノ善悪雨面ヲ代表スル意味二

於テ用ヒテ居ルモノデアル。我國二於テノヽ大儀

コレラ･以テ誤リナク通用フ、ルモノノ如クデア

ルガ、然シ尚ホ後二述デルヤウェ、歴史的ノ意

義カラシテ、コノニ語ハ必ズシモ常ニシカク明

瞭ニハ使ヒ別ケラレテヰナイノデアル。

結核免疫ト免疫現象

サテ、結核免疫トイフ題名若クノヽソレノ定義デ

アルガ、今日－デ世界ノ學者若クハ賓地家達ノ

普ク見テ来タ結核免疫ト余等ノ約2;}年コノ方

観テ居ル結核免疫トハ亦聊カ異ナル所ガアルノ

デ、ソノ匯分ラ明カニシ、執レガ翁ノ結核免疫

デアルカテ先ヅ確定シテオクコトガ叉必要デア

ルト思フ。印チ、

一般二免疫トハ人閣若クダヽ動物醒が或ル徹生閣

二自然二感染スルカ叉ハ人工的二感染セシノラ

レタ後二同種ノ徹生閣ノ侵襲二對シテ完全二若

ク。・ヽ或ル程度二防禦ノヽル能カヲ言フつ従テ或八

　　　　　　

一一

完全(total)叉ハ程皮的(partiell)免疫lヽ言ヒ、

若クハ絹對的(abｓolｕt)叉｡ハ比較的(relativ)免

疫ナドトモ言ハレテ居ル。然シ免疫fヽ如何ナル

場合ニモ皆比較的ナモノデアツテ、或ル程度ノ

感染二際シテ、完全ニソレラ防禦シ得タ場合ニ

totalト４フ文字ヲ使フコト・ヽ敢テ差支ナシト

シテモ、ソレヲ直チェ絹對的(absolut)免疫ト

柵スルコトハイケナ４ト考ヘル。

　

ソレガ完全ダ

アルカ程度的デアルカノヽ、唯ソノ場合ノ免疫

程度ト、感染ノ強弱二在ルモノト余等ハ観ルノ

デアル。叉余等が特二高調シテ防禦フヽル能ｶﾄ

　　　　　　　　　　　　

一一

４フ言葉テ選ブ所以ハ、或ル程唆ノ抵抗カト

　　　　　　　　　　　　　　

ー

イフモノト、ソレトラ匹別シテ考ヘルタメデア

サテ、結核免疫賓在ノ第一鐙トナツタ。

Koch氏現象

デアルガ、従来ノ｀ゝコ

　

レヲ以テ一モニモナクソノ

全貌が免疫現象デアルト認ノラレタノデアノレ

ガ、余等ノ見ヲ･以テスレバ、

　

コ

　

レノ｀ゝ賢二過敏性

二由ルモノグ主トシ、免疫二由ルモノヲ･従トス

ル一種ノ現象デアル。ソレ・ヽ印チ彼ノ第二感染

ノ局所二於テ急我スル炎症、壊死、分遭、組織

脱落等ノ現象ハ主トシテ過敏症二由ル現象丿感

シ、菌ガソノ局所以外判

ル？防禦シ得ル事貨ト速カニ痘痕治癒丿託ム能

カトハ免疫二由ル現象デアル。叉、第二感染二

使用スル菌培養が過敏元的ナルＲ型デアルコ1ヽ

モ、コノ現象ノ特旱二大ナル開係ガア･レ。コノ

観鮎カラシテ、所謂感染免疫ノヽソノ一部が昇デ

アルト解フ、ルノデアル。若シKoch氏現象が具

ノ免疫現象デアルナラバ、叉用ピクル菌がＲ型

デナ４ナラバ√第二感染二由ル急激ナル饅炎、

壊死等ハ起ラズ、接種サレタル菌ハ唯グ軍二其
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モ亦一種ノ免疫が成立シ存在スルモノデアル

ガ、余等ノ知ル範園二於テハ、今日マデソレハ

全然見逃ガサレテヰタ。ソレハ印]チ、初感染ニ

ョリ原貪病竃及ビ所謂原碓竃群ノ殺生ト殆ッド

時々同ジウシテ、過敏性ノ貪現二先グツテ、貪

　　　　　　　　　　

---皿･-=ふふ=

　

～＿-㎜=-四

生シテ家ル免疫デアル。是レ印チ余等ノ所謂早

　

－一一一一一一
登免疫(ln tialimmunitat)デアル。コレラ想像

セナケレバ、防禦カモ抵抗カモナキガ故二朕二

感染ヲ許シタ、彼ノ原馥病竃若クハ原良竃群が、

ソノ成立後間モナク包埋セラレ、次デ石灰沈著

ヲ･起シ、笥テ治癒シタルガ如キ状態二移行スル

現象ハ理解シ難キモノデアル。但シコノ早貪免

疫モ亦極ｙテ比較的ナモノデソノ後ノ事情二

恵ジ、或;ノヽ更こ噌り星モフヽルガ、或;’ヽ叉=1レこ遅レ

テ良生スル過敏性ノ影響ラ受ケ、動振シ若ハ消

滅ソ､ルニ至ルコトモ勿論デアル。

　

ソレノ最モ著

明ナル例ハ初感染カラ原殺竃群々形成いレニ逞

ナク、直二臓器結核二進展シ、急性ノ経過テ以

テ不良ノ輯諾々取ル場合ノ如キガソレデアル。

コノ早貪免疫が過敏性二先グツテ殺現ﾉ、ノレトイ

フ主張二余等ハ大二重キリ置クモノデアル。ソ

レ故二初感染ヨリ原良病竃叉ハ竃群ノ完成いレ

頃べ・デノ菌ノ性状二開シテハ、吾人が人工培養

ノ際こ日常目撃っいレト同ジク、必ズヤ免疫元性

豊カナル、所謂。Ｓ“型二於テ碓育シ噌殖スル

モノト考ヘル。

次二賓験的結核]免疫ノ研究二際シ、試訳テ種々

ナル結核菌製剤バ

以テ試験感染ヲ･施ソ、場合ニ、ソノ感染ハ防禦シ

得ナイデ、終ニソレガタメニ艶レル･ケレドモ、

前處置テ加へずル對照動物二比シテ比較的長ク

牛存シ、印]チ生存期間割

悍通ニ・ヽ結核免疫ト柵ッヽルモノデアルガ、余等

ハコノヤウナモノ’｀結核免疫1｀ハ認メ得ナイｏ

免疫ト言ハンモノハ感染ザ阻111シ、防禦シテコ

レラ許サナイ種類ノモノデナクテハナラタ。或

リシyノ抵抗噌進、印]チ生菌ノ感染二對シ、ソ

レ列ia llこソ、フレカハ訣ゲガ、生存期間テ若干延長

シ得ルトイフ程度ノ抵抗力噌進ハ所謂非特殊性

局所二於テ死滅シ、雅テ吸牧サレルノガ本筋デ

アラこ1ヽバナラ｡タｊ但シＲ型結核菌ダヽ仮令死滅シ

テモ吸牧サレ難イモノデアルカラ、場合ニョリ

成立セル免疫ノ程度ト菌ノ毒力(Virulenz)ニヽヨ

ツテ､ハ病心ハ局所的二成立シテモ差支ヘナク、

ソノ完全(total)免疫ノ場合ハ異物膿瘍トモナ

リ、更二場合ニョツテハ、ソレガ外部二破壊シ

テ痘痕治癒ヲ･畳ムコトモズモ支ヘナイ。兎二角、

急激ナ炎症ヤ組織ノ壊死ハ起ラタノガ本筋デナ

クテハナラタ、、余等ノ往年賓験シタ多敬ノ場合

二於ケル、過敏性ナキ若ク､ハ過敏性弱キ免疫

ノ場合ニソ・が判然シテ居ル。此鮎二開シ最近

Ｐａｇｅｌノ賓験ハ叉一顧ノ價値ガアル。印チ結核

性試験ニ。Ｒ“型(余等ノ見テ以テセバ過敏元

型)テ以テ第二感染ヲ施セバ定型的ナルKoch

氏現象が現ノヽレタレガ、。Ｓ“型(余等ノ見サ以テ

セバ、免疫元型)ラ以テ第二感染ヲ･施ソ､場合ニ

ダヽ定型的ノＫｏｃｈ氏現象ハ見ラレズ、ト言フ。

コレハ余等ノ見テ以テハレバ、元ヨリ極メテ常

然ノコトデアルガ、ソノ常然へＰａｇｅｌ白身こ

モ一般ニモ末グ気附カレデル所デアル。 Pageレヽ

叉ＢＣＧノ。Ｒ“型ハ過敏性ナ･レ試獣二對シ

テ、。Ｓ“型ヨリモ反庶テ起ソ､コ1ヽが弼イト４

フ･Hapten後出)。ごモ亦常然デアツテ、こ惶通

二用ヒラルルＢＣＧノ免疫性が確盲二認ノラ1ノ

ザル澄左デアｔ･。

カクテKoch氏現象ハ純忖しノ免疫現象デ。ハナ

ク、寧ロソノ重要ナル部分､八百二過敏性二由ル

モノデアルニ相違ナク、所謂感染免疫ハ特ニソ

レヲ重要朧シテ、ソレノ模倣テ是レ努ムルネド゛

ノ價値ノヽナイモノデア･レ。

次二人閃二於テ明確(manifest)ナ臓器結核が稜

生シタ場俘二於テ他臓器二輯移竃う･碓生っいレコ

ト稀ナル状態ヲ比較的免疫ト呼デコトーハ余等

モ亦異議ハナイ。例ヘバ肺結核が明確トナレ

バ、眼結核ノ如キ輯移性ノ結核ハソノ影テ署八

皮膚結核ガが禎いレ限りハ、肺結核が明確ニハ

ナラータトイフ状態ノ如キガソレデア七

次ニコノ明確ナ臓器結咳ノ殺生フ、ル以前二於テ
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抗元ニョツテモ生成セシメ得ルモノタルコト

ヘ額田及ビソノ門下ニョツテ、結核二在リテ

モ亦明カニ謐明サレテ居ル。

余等ハ生菌感染テ阻1Lシ防禦シ得ずル抵抗噌゛進

ノヽ其ノ結核免疫トハ認ノナイ。

ソレ故二亦結核生菌ノ感染多阻LLシ防禦シ得ル

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｰ
免疫ヲ生成シ得ずルアラユル結核菌

免疫元ナリトノヽ認ｙナイ。

レ

叉、結核免疫ハ結核免疫元ノミニョツテ殺生シ

来ルモノデアフレカラ、結核免疫元タランモノヘ

未グ感染テ経ずル個値二在リテ結核感染ヲ阻止

､スルニ足ル其ノ免疫テa武奥スルモノタルベキハ

勿論、結核性個偕二對シテ・ヽ免疫的治療作用テ
- ● - －

現y＼-7.ヽモノデアルノベ｀本筋デアルト考ヘル。

コノ鮎二開シ、｢ツベルクリン｣叉ハソレニ類似

ノ結核菌製剤が、非常二惧重ナル用法ト且ツ極

ﾉ･テ長イ間ノ忍耐トユヨリ、軽症肺結核若クダヽ

眼結核等ノ場合二或ル程度ノ治療作用尹呈スル

如ク見エルコトガアリ、郎チ免疫治療カテ備フ

ル如ク見ユルケレドモ、ソレズヽ所謂蛋白醵刺戟

療法二蒙メルニ、後述ノ活性｢アネルギー｣ノ一

種ノ現象二過ギナイモノト思バレル。

　

ソノ鐙嫁

｡ニ｡ハソレノ治療中二於テ屡ｌ突如トシテ悪化シ

(過敏現象)、叉所謂治癒後二於テモ反復再託シ、

叉・ヽ局所ノ病屡八一時停止スル形テ取ルケレド

モ、全身的ニハ大ナル好影響ダヽ認ノナ･1ノガ常

デアル。是レ印チコレ等ノ製剤が惜ムラクハ其

ノ免疫剤ニアラザル所以デアル。コノ｢ツベ7レ

クリン｣類拉二結核菌蛋白ノ自然性テ喪失シタ

ル諸多ノ製剤が、主トシテHapten性デ薦ノ免

疫元性デナイコトヘ尚ホ詳シク後二述デル所

テアル。

叉、賓験的接種結核二在ツテ、一旦託生シタル

結核性愛化二對シ、ソレラ完全治癒二導キ返ス

モノノ･ゝ現今余等ノＡＯ以外ニハ末グ絶對二存在

セズ、叉｢ワクチン｣ニシテソノ牧カテ治療作用

－ヨツテ検定シ得ルモノハ亦ＡＯ以外一今末グ

見聞セデル所デアル。

　

ご]ノ鮎モ亦余等が従来ノ

諸多ノ結核菌製剤ラ具ノ結核免疫元ナリト認ｙ

731

得デル根嫁ノーデアル。

結核免疫ト４フ事柄二就テ余等ノ立場ト解祥ト

ラ以上ノ記述ニョツテ明確ニシタ積リデアル。

結核過敏性ト過敏性現象

結核過敏性ノ定義ト解祥デア･１が、とモ亦論者

ニョリ甚グ明瞭ヲ訣ギ、隨分匹カニ用ヒラレテ

ヰル状態デアル。余等。・ヽ過敏性テAIleｒｇｉｅト

同様二用フルコトテ上二述ベタガ、ソレニ雁ジ、

一切ノ臨琳上症状放二病理解剖學的憂化、印チ

アラユル病的現象テ過敏性現象ト呼ビ、既記ノ

解祥二基ク免疫及ビソレニ由テ生ズル凡ユル善

良ナル影響尹生態二呉フル現象ヲ･免疫現象トシ

テソレこ對照セシムル。

余等ハ以上ノ建前チ取ルカラ、過敏性トシテノ

Allergieト４フ余等ノ定義｡ハ既ニPirquet J

最初二用ヒタ意味テ腕シテ居ル。 Calmette及

ビSchroeder等ハ余等ト殆ンド同義二之ラ用

ヒテ居ルヤウデアル。

茲ニAllergieト４フ定義ノ憂遷サ簡軍二記シ

テ一般ノ參考二資スルナラバ、:大凡次ノ如クデ

アフレ0

1902年― Charles Richet ｡ハ初ｙ異種蛋白ノ無

害ナル量テ試獣二注射シオキ、９日ヲ隔テテ同

一蛋白質テ再ビ静脈内二注射スレバ、彼ノ極ノ

テ特異ナル急劇ナル反恵が起ルコトテ冊見シ、

ソレチAnaphylaxieト命名シタ。次デし1903

年Ｖ. Pirquet ハ正調反恵性(norm-ergisch)ニ

對シ、宛調反恵性allergischナル言葉尹出シ、

後天的愛調テA11eｒｇｉｅト柵シ、コノ受調ノ下

二免疫現象サ構成スルモノト、病的現象テ構成

スルモノトヲ放列セシメ久。印チ噫調ハ正調ヨ

リ碓フ、トナフ、見解デアツタ。

Alleｒｇｉｅ{聳病現象ぶJI生ダ１
１

Pirquet

約10年ノ後Ｄｏｅｒｒ．･ヽAllerg-ieｦｰ噫調ラ語ル

定義ノ天蓋トナシ、ソノ下二抗値免疫ド‾アナ

フィラキシー」トテ従属セシメタ。Allergieナル

言葉ノ用法二於テハPirquetト大差ノヽナイ。

印］チ

Allergie
ｔ

Antikorperimmunitat
Anaphylaxie

ま

Doerr
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最近(1939)ニ至りBerger 、ヽAllergieト、ヽ抗

酸性酸質ニョ･ﾉﾚ異常過敏性ナリト唱へ、梢ｌ余

等ノ言フ所二近キ意義テ出シタレドモ、定義的

ニダ｀AI】ｅｒｇｉｅノ｀ヽ良調ノ總酸デアリ、ソノ中二

免疫ト疾病トヲ･放置セシメタ、、

　

Allerg叱筒首;に器作卜一

白]チBerger J定義モ亦Pirquet J観念ト略ｌ

同一デアッテ、事賓ノ説明二営ッテダヽ楢ホ常二

不十分ナ感サ抱カシムルモノガブル。余等ノ観

察ニョレバ、結核現象トシテノ免疫ト過敏性ト

ノヽ、等シク結核感染二由テ殺生シ来ル良調デノ･ヽ

アルガ、ソノ原動カハソノ結果、白]チ免疫ト過

敏性トノ正反對二異ル如ク、亦初ｙヨリ大イー

異ナルモノデアル。印チ、免疫ノヽ徹頭徹尾生膿

二利ト禰トテ倉ラシ、生酸ヲ疾病現象ヨリ被護

防衛フヽルニ反シ、過敏性ハ生胆二不利ト頴ノミ

ヲ致シ、過敏現象ハ卸チ疾病デアル。免疫テ殺

生スル原動カハ免疫元デアツテ、余等ノ見テ以

テセバ、良性セデル結核菌ノ原形質、蛋白酸デ

一元性デアリ、過敏性ラ惹起スル原動力｡ハ、菌

ノ成分中、非蛋白胆タル｢ツベルクリン｣物質印

チ梢し多元性ナル毒物印チ過敏元デアル。叉

竟疫元ハソレ白身軍燭ニシテ生胆内二於テ免疫

ヲ･喚起シ得ル完全抗元デアルガ、過敏元ハ所謂

Haptene、不完全抗元デアツテ、他ノ共働物ナ

クシテノヽ、過敏性サ殺生シ得ザルモノデアル。

サテ、結核ヤ鼻疸等ノ感染ノ後、天然痘叉ハ種

痘ノ後ニ・ヽ免疫性ト共二過敏性が殺生フヽル。殊

二結核デゲ免疫性ト過敏性トハ不可分的ノモノ

ト考ヘラレ、過敏性ナキ所免疫ナシト思ハ1ノタ

　　　　　

一一一
時代ガアツタ。近来ＡＨｅrｇｉｅノー般低研究が

進ッデ、結核以外ノ種々ナル過敏現象が漸次明

瞭トナルニ連レ、亦必ズシモ以前ノ如キ考二膠

著シナクナツテハ来れ叉、結核過敏性が同一

個胆二在ツテモ往カ隠現フ、ﾉﾚ場合モ注意サレル

ニ至ツタ。其際免疫性が果シテ同様二動馬シテ

居ルカ否カハ不明デ・ヽアルガ、兎二角、過敏性

　　　　　　　　　　　　　　　

一

印チ免疫性ノ考へ方ハ確カニ良ツテ来タ。、印ﾁ
ｰ-
｢ツベルクリン｣若クダヽ死結核菌ノ大量ヲ試飲ニ

【第18巷

注射スレバ、過敏性ノ殺生シ爽ルコトアル・ヽ周

知ノ所デアルガ、ソノ際免疫性が殺生スノレコト

ノ｀ヽ、未ダ立鐙サレテヰナイノデアル。是レ郎チ

既二感染ト免疫ナキ過敏性ノ成立ノ１例デ、ヽ

ナ４カ。 Hapten #ナル「ツルクリン」若ク｡ハ

Hapten性ナルベキ受性セル結核菌成分、熱殺

菌等ニョツテ過敏性ノ稜生スル機序二就テハ後

扨テ、未グ結核二感染セザル個情八･Pirquet

ノ所謂normergischデアツテ、「ツベルクリン」

ノ如キ結核菌毒二對シテ過敏性ガナ４．通常､ハ

之ラ章ニanergischト唱ヘテヰル。結核二感染、

セル個情｡ハ結核免疫ヲ有スルト同時ニ、過敏性

トヂッテヰル。過敏性トすツテヰル個膿ヵ通常

ノヽ結核菌ノ毒印］チ「ツベルクリン」ノ如キHapt-

ｅｎｅニ對シテ過敏ニμ恵フヽル。是レ印チAllergie

状態デアル。然ルニ結核性個膿ニシテ「ツベル

クリン」ニ對シ過敏性状態ヲ･示サずル場合ガア

ル。所謂Ａｎｅｒｇｉｅ状態が是デアル。コノＡｎｅr-

ｇｉｅ状態ラ亦通常ニッニ匹別フ、ル。一八活性「ア

ネルギー」(aktive Anergie)ト言ヒ他ダヽ敗性（試

鐸）「アネルギー」(inaktive Ａｎｅrｇｉｅ）ト言フ､､甲

ハ結核性個膿ニシテ「ツベルクリン」等二對シ過

敏デアツタ者ニ長イ間「ツベルクリン」療法ヲ施

シタ場合ニ、ソノ個膿八一時「ツベルクリン」過

敏反感ラ呈セデルヤウユナル。是レ郎チ活性

「アネルギー」デアル。

　

コノ活Jltrアネルギー」ダ｀

「ツベルクリン」療法ノ旺ンナリシ時代ニハ人情

デ非常二屡ｔ経験サレタ所デアツタ。

然ルニ結核患者ニシテ「ツベルクリン」グ用ヒズ

シテ、自然ニ「ツベルクリン」皮膚反恵サ呈セヂ

ルカ、若シクダヽ其減弱チ示ス場合ガアル。ソレ

ノ消失ヲ示フ、場合ダヽ印］チ末期ノ結核患者拉二動

物二於テ見ル敗性「アネルギー」(inaktive Aner-

ｇｉｅ）デアルガ、事賓二於テダヽ末グ極末期トハ認

メ難イ結核患者デ、コノ「アネルギー」状態チ示

シ、若クパ著明ナル皮膚反感減弱子示フ、者モ決

シテ少クナイ。

例ヘバ、大渫氏｡ハ60名ノ開放性結核患者二就
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陽性、41名(68．3％)・ヽ弱陽性、14名(23.3%)

｡ハ賓二陰性ナル成績テ見タ。叉同氏一同一ノ技

術サ用ヒテ、健康者4591名二就テ、弱陽性47.9

％、中等陽性8．8％、強陽性1．4％テ算シタ。

斯ル事責ヲ･検シ得タ者・ヽ大洋氏以外ニモ少クナ

４デアラウ。余等が大正12年『結核免疫ノ研究』

第７報ノ中－。結核患者ニシテ｢ツベルクリン｣

皮膚反恵陰性ナル者若ク｡ハ非常二減弱セル者が

梢ｔ多散アリ、ソレテＡＯテ以テ治療スレバ云

｡々“ト報告セルモ亦コノ類ノ敗･匪｢アネルギー｣

デアツタ。、叉未グ結核患者トシテ取扱ハレテヰ

ナイ者｀ノ中こモ｢アネルギッシュ｣ナ者若クハ過敏

性が甚グ低下シテ疑反恵テ呈スル者ハ決シテ稀

デナイ。例ヘバ、小學見童ノ中ノ虚弱者ニモコ

ノ類ノ者が少ガラス登見サレルノデアル。

　

ソノ

経験グヽ一カソレトシテ報陛ザレナクトモ、事賓

。･ヽ枚畢二逞ナキ程ノモノデアル。

斯カル敗性｢アネルギー｣が如何ナル理由デ殼現

おレカ｡ハ今日マデ未グ説明テ訣イデ居ルガ、末

期ノ患者叉ズヽ死二瀕シタル結核動物ノ場合ハ、

生活力若クハ反恵カノ消耗ニョリ、如何ナル刺

戟二對シテモ反恵シ得ナクナツタモノト解シテ

ヰル。印]チ、免疫モ過敏性モ共二消香サレタル

モノト看ラレ、免疫性・ヽ過敏性ト必ズ相隨伴ス

ルモノトスル免疫印]チ過敏性観ノ叉一ツノ根嫁

トサレル所デアル。

然シ、虚弱者ヤ叉ハ未グ末期二至ラデル結核患

者二見ル敗性｢アネルギー｣・ヽコレトノヽ必ズ匪別

シテ考ヘネバナラヌ。詰り敗性｢アわレギー｣ニ

モ亦二種類アルモノト見ナケレバナラタ。末期

患者ノ敗性｢アネルギー｣ハ無論ゾンデ再ビ過敏

性状態二恢復セシｙ得タコトヲ知ラタガ、未グ

末期ニアラデル場合ノモノハ、ソノ個膿ノ状態

が改善サレル場合ニハ、過敏状態が再ビ現バレ

ル、若クハ低下シテヰタ過敏状態が増強スル。

ＡＯ注射ニョリ結核免疫が動員セラレ、若クハ
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噌強スルニ連レ、消失シ若クハ低下シテヰタル

過敏性が登現シ若ク。・ヽ噌進セラルルノ事賓・ヽ、

亦賓二免疫印チ過敏性ナル観察二更二一ツノ根

強刊

事テアル。

兎二角、所謂敗性「アハレギー」－モ恢復シテ過

敏性トナルモノト、恢復シ得デルモノトアルコ

トハ事賓デアルカラ、余等ノヘコ

　

レテ名将的ニモ

匯別シャウト思フ。印チ、

１．

　

’匯復’匪敗丿匪「アレルギー」=reparable inak-

tive Anerg-ie

2．

　

非恢復性敗性「アオルギー」= ireparable

inaktive Anergie

カヤウニ命ズルコトハ如何デアラウ。

叉、比較的彊壮ナ7レ者二在ツテ過敏反庶が強陽

性テ呈スル者ノ多イコト、雄二低下シタル過敏

性若クハ敗性「ア和レギー」が身膿事情ノ改善セ

ラレ、換言スレバ免疫’匠ノ増進スルニ連レテ、

再ビ陽性トナリ、若クハ噌強セラノしルノ事賓ハ

過敏性ラシテ如何ニモ生膿二有盆ナル防衛カノ

現レデアルカノ如ク見エシノ、過敏性附］チ免疫

ナル感ヲ抱カシムル理由ノ一ツデアル。叉結核

性個値ニアツテ、免疫性ハ常二善良ノ現象デ却

テ容易二注目テ引キ難キェ反シ、過敏性ハ常二

不良ノ現象サ起シ、且ツ「ツベルクリン」ノ如キ

標示薬モアツテ、隨時二著明ニソノ存在テ観察

シ得ルコ､トガ、右ノ理由ノ第ニデアリ、更二余

等以外ノ研究者ハ不幸ニシテ未グ曾テ具ノ結核

免疫元子掌中二牧ムルテ得ズ、従ツテ翁ノ犬Ｌ

結核免疫ヲ目撃シタコトガナイ、コレガソノ理

由ノ第三デアル。

以上、結核免疫雄二過敏性ノ定義及ビ本質、ソ

ノ相開開係、「アネルギー」ノ問題等ヲ解説シタ。

以下、ソレ等ノ理山一切テ解剖シ、結核ノ免疫

ト過敏性ノ異同、ソレニョツテ蒙ル生偕ノ禍福

ノ岐ルル所、鍋テ除キ、禰り享クルノ方法等テ

明力こシャウト､U?ヽフ。
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第２章

　

感染卜過敏性ナキ結核免疫

大正12年1月大阪醤學會例會二於テＡＯニ開ス

ル第一同ノ報告ヲ行ツタ際、

i｀

　

=］ノ製剤ハ賓験的ニモ臨休的ニモ免疫作用ト

治療作用テ現ハスケレドモ、「ツベルクリン」ノ

如斗吉性及ビ刺戟性尹示サナイ、郎チ結核患者

二對シテモ殆ンド全然無害デアル“。

ト報告シタガ、ソノ時某氏ハタ1

　

ソレハ結核菌製

剤デナイノデアラウ“ト討論シタコトデアツ

久コノ某氏ノ討論態度ハ印］チ常時ノ結核菌製

剤一般二對スル最モ代表的ナ知識及ビ意見デア

ツテ、結核菌製剤ハ結核性個醗二對シ必ズ刺戟

作用ラ輯レヽシ、過敏現象ヲ誘貨スルモノデアル

コトガ、學者及ビ賓地家ノ通念デアツタ、、卸チ

結核過敏性郎チ免疫ナル観念ハ常時ハ牢固lヽシ

テ抜クベカラデルモノデアツタ、、

然シＡＯトテモ量ニョツテ・ヽ全然無害トイフ譚

デーハナイ。殊二非常二大量ドナルド、結核性個

値二對シテケ

モ亦有害デアリ得ル。印］チ例ヘバ、ＡＯノ賎力

検定、郎チ免疫軍位測定二宮ツテモ大量ニテ､ハ

病竃テ刺戟シ、全身感染ヲ促進フ、ル結果1ヽナル

ーハ既二報告セル所デアリ、慄防免疫貸験二際シ

テモ大量テ短期間二強行的二注射スレバ試獣ノ

健康テ著シク阻害フヽル。

　

ソレハ叉免疫性ノ殺生

テモ阻害スルコトトナル。

　

グカラ、正シキ言

と方トシテノヽ、。ＡＯハ主トシテ免疫元性デア

リ、過敏元ラ含ムコト極ｙテ僅少デアル。従ツ

テ、治療及ビ免疫誘殺二要スル適量Tテ選ベバ、

過敏現象ハ起ラズシテ、免疫現象ノミテ起シ得

ル“ト言フベキデアル。コノ意味サ事賓ノ上

二謐明スルモノハ、余等ノＡＯノ免疫軍位測定

法デアル。渡逡（朱）モ亦ＡＯヲ･以テハ過敏性ノ

殺牛フ､ルコトハ不確賓デアルコトチ肯定シタ､、

Urbanek. J.ハ結核患者二對シテＡＯが刺戟性

ヲ現ノヽサザルコlヽニ､開シ、

tber das merkwlirdige Verhalten　des　AO

habe ich bereits ofters berichtet. Es ist nicht

【第18巻

moglich, bei einem Patienten mit einer sich-

eren Tuberkulose, selbst bei Patienten mit

einer Tuberkulose der Haut, mit einer intra-

kutanen Injektion von AO eine lokale Reak-

tion

　

zu

　

erzielen. Bekanntlicn　setzen　alle

anderen Tuberkuline, und sei es auch in der

starksten Verdi:innung, lokale Entziindungs-

herde der Haut. Dieses Verhalten　des AO

lasst darauf schliessen, dass die Eiweisskor-

per, also die Proteine, in weitestem　Masse

offenbar durch　die K§､Iteeinwirkung abge-

baut bezw. verdaut worden sind.“

　

ト・fフ意見ヲ良表シタガ、ソレハ全クノ誤想デ、

ＡＯが自然死ノ状態ニナルーデ冷蔵サレルガ故

ニ、過敏元性ノ菌成分が分解サレ若クハ消化サ

レテ喪失ノヽルlヽイフコトノヽ無イ。

　

ソノ謐條トシ

テ。・ヽ余等ハＡＯ研究ノ初期二於テハ所謂FAO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-

ﾄ将スルモノラモ試用シ、コンパ未グ自然死ノ

状態ニーデ至ツテヰナイ新鮮ナル製剤デアツタ

ガ、結核性個膿二對シテ「ツベルクリン」様ノ刺

戟作用テ呈セザルコトハ、現在ノＡＯト何等選

ブ所ハナカツタ。グカラシテＡＯ，ヽ最初カラ過

敏元ラ殆ンド含有セデル紺障免疫元トシテ生レ

テ来タモノデアル。コンガ研究上ノ僥倖デアツ

タコ1ヽハ、余等ノ凡ユル機會二於テ卒直二述ブ

ル所デアル。ＡＯハ過敏元テ殆ンド含有セデル

純倅免疫元デアルガ故ニ、普通ノ使用量印］チ適

量二於テヘ聊カモ刺戟性尹示サズ、過敏反唐

ヲ･起サズシテ常二免疫作旧ノミラ呈スルコト

ハ、余等20年来ノ稜表ニョル海姚址二家兎ノ免

疫賓験二於テ、接種結核ノ治療賓験二於テ、AO

ノ践力測定ノ際二見ラルル無害有妓T征二於テ、

叉殆ンドアラユル臨休家ノ経験シタル各種ノ結

核症ノ治療二際シ、叉或ハ我國二於テ施行サレ

タル、總テノ年齢ヲ網羅シタル二百萬人二諦ル

像防接種二在ツテモ、皆共二明カニ立謐セラレ

タル所デアル。
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コレニ由ツテ、結核二過敏性タ件ハデルT免疫ア

ルコト、感染ナクシテ免疫ノ成立シ得ルコトハ、

極ノテ明白ナル事賓トナツタ．

猶ネ、翁ノ結核免疫元ハソノ自然性テ喪ハデル

結核菌ノ原形質ソレ自剪デアリ、コンテ外ニシ

テ.ハ他－;とラ求ムル能入ズ、結核免疫元．･．ヽ蛋白

735

劈ナルガ故ニ、ソ1／白身直４生贋二於ｊ･冤疫反

息ヲ･起シ得ル完全抗原デアリ、特二他ノ補助物

質等？要セズシテ免疫生成ノ抗元トリーリ得ルモ

ノデアル。補助物質云カニ就テ八次なニ於テ明

ガサレノレｏ

　　　　　　　

｡

　　　　　　　　　　

第３章

　

感染ト見疫ラ伴ハザル特殊結核過敏性

前建感染ト過敏性ナキ結核竟疫ノ成立ニ槙キ感

　　

コノ雨者ﾉ､何レモソレ草鶏デ‘ﾊ試獣ニ過敏性チ

染ト竟疫ナキ樗核

タモノデアル。

周知ノ如ク少早ノ篤「ツ’､りレクリン」（以下之ｦ･

TO1､記ス）革鶏ﾃﾞし､生偕ニ過

久印］チニ］ノ類脂値ハ不完全抗元トシテノ過敏

元性テ具フルコlヽテ認メタ。然ルニ「ヱーター」

移行性類脂膿ノ方ハ胞核物質ヲ共働サセテモ、

過敏元タルヲ得ナイ=］トモ認ノタ。但シ、ソ

ノ後ノ賓験ニョリ、坂村ハコノ酒精移行性類脂

膿中二窒素ノ痕跡ヲ･澄明シタコトハ附記シオク

ベキニ11｀デ゛アノレｏ

同ジク昭和８年平泳ハMoro ｕ. Keller /業績

ヨリノ示唆二基キ、傍ラ種々ノ考案ニョリ多数

ノ貨験ヲ重ネ、次ノ如キ結論ラ得タ。

匂

　

動物腰内諸組織ノ細胞核ハ抗原トシテ異種

動物ノミナラズ、同種動物ニモ作用フ､ル。

2）海狽ノ肺、肝、腎、牌、副腎ヨリ分離セル

細胞核ハ、ソレ軍鶏ニテーハ過敏性テ惹起シ得ず

ル少量ノＴＯラ賦活シテ著明ナル過敏性ヲ生起

セシムノレｏ

3j

　

動物膿内ノ或･レ臓器（肺、肝、腎、牌、副

腎、淋巴腺）ニ物理的破壊慢性ヲ･貨ペダル上、

少量ノＴＯヲj上射ソ、ルトキハ、該動物ハ過敏性

ヲ登現ノヽル。

4）細胞核ノＨａｐtｅｎ賦活作用ヘソノ中二含

マルルNukleoproteidこ由ルモノト思バレル。

5）細胞核１ヽＴＯトこｰ∃リテ脅現セル過敏性

ハ、反嘸抗元トシテ軍ニＴＯノミヲ･使用スルヨ

リモ、ＴＯト核物質トザ併用フヽlノバ一層掻ク反

嘸スル。 ＴＯノＨａｐtｅｎ性が明瞭デアル。
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６)ＴＯト細胞核トニョリテ過敏性ヲ賦奥シタ

ル動物二對シ、適量ノＴＯテ血管内二注入スル

トキ．’｀、Anergie状態が現バレル．

昭和９年谷ロハ家兎ノ角膜・ヽＴＯ反底ノ検査部

位トシテ鋭敏無比ナノリコトテ確カヘ結核過敏

性ノ賓験ニソレテ庖用フ、べ'キ¬1トテ提唱シタ．、

ソノ方法ハ１％ノＴＯノ0．１ｃｃテ角膜居中二注

射スルこ在ル．

昭和10年平林、楠八二十日鼠二珪酸曹達ヲ皮

下注射シ、印]チ肺ノ澱粉様憂性テ起サシノ(後

述Nukleinamie參照)、ソレニＴＯノ軍偏ニ

テハ過敏性ヲ･登現セデル量、郎チO.lcc列主射

スレバ、３週間ノ後ニハＴＯ皮膚反恵が登現ス

ルコトテ澄明シタ．

昭和10年櫃田.・ヽ先ヅ或ル弱毒人型結核菌ノ

0．0001mg ､ハ海挑二對シ、４週間以内デ．・ヽ過敏

性テ惹起シ得ずルコ

　

トヲ確ノ･タ上、ソレト同種

動物ノ肺細胞核物質トテ同時二注射スレバ、４

週間ニシテ非常二高度ノ過敏性ヲ･現・ヽシ、TO

注射部ノ皮膚ハ壊疸テ呈スルモノアリ、皮下注

射ニテハ高度ノ熱反庖テ呈フ、ルコトテ観察シ得

タ､、ソノ後櫃田ハ肺細胞梅

スル代リＪ-、内部ヨリ供給セシムル方法トシテ、

換言スレバ、肺細胞核物質ヲ醵内二於テ崩潰セ

シノ膿液中二移行(Nukleina､mie)セシムル方法

1ヽシテ、先ゾ１ｃｃノ熱蒸鍋水テ肺組織内二注入

シ、郎チ肺ノ部分的火傷ヲ･起サシノ‘、翌日上記

ト同株ノ結核菌0．0001 mg チ皮下接種感染セ

シノタガ、４週間ニシテ著明ナル皮膚過敏反庶

ノ殼現フ、ルコトヲ謳1、メタ、、

昭和11年谷ロハ家兎二對シ、ＴＯ、脱脂菌膿、加

熱死菌ノソレソ尚過敏反庶テ呈セデル量ヲ像ｙ

定ノ･オキ、健康家兎ノ肺組織中二先ソ1 ccy熱

湯刊主射シテ肺ノ火傷テ起ザシ八肺細胞性分

ノ幄液中二移行スル方法テ施シタ上、翌日右ノ

３種ノモノチ皮下注射シ、1、3、5週間二亙リ

ＴＯ角膜反瞳サ検シ、勃l●モ著明ナル過敏反撫

ヲ呈露フヽルコトテ観タ､、

【第18巻

性試獣ニＴＯノ少量ヲ血管内二注射フ､レバ、ソ

ノ後過敏性が消失幻レ（過敏性脱却）が、

　

ソレノ

對照lヽシテ、葡萄状球菌、連鎖状球菌、「グリセ

リン」肉汁等テ注射シテモ、コノ「アネルギー」

状態ハ起ラナイガ、偏り大腸菌培養サ用フル場

合ニヘＴＯ注射ノ後二似タル過敏性腕却が現

｡バレル1ヽ観タルコトエ基キ、ソレテ復試精検シ

タ。然ルニ、-1ノ大腸菌ノ脱過敏作用ハＴＯノ

ソレトノヽタらルモノタルコトテ豊見ノ､ルニ至ツ

タ。印チ大腸菌腕過敏操作ノ後ニＴＯテ以テ皮

膚反港ヲ･検スレバ、普通ノＴＯ皮膚反港ト異ナ

リ、豊赤ノヽ現ノヽレナイガ、腫脹ハ明カニ豊現スル

事予見タ。換言ノ、レバ、大腸菌ニョツテ豊赤反

港刈

事賓ラ認ノ･タ、、コレニ由リ、ＴＯノ皮膚反港ノ

豊赤1ヽ腫脹トハ別々ノ現象デアルコlヽヲ･知リ、

結核過敏元ノ中ニモ恐ラク､・ヽ馥赤元ト腫脹元

(Inflammatogen und Induratogen青山）トノ

別jアノレコトテ剪1ハシメタ。

昭和12年斎藤ハ弱度ノ結核感染海挑－、匂

Ｔ０，２）肺臓核物質、3) TO十肺臓核物質ナノレ

３種ノ物ヲ･以テ、豊熱反港テ検シタルニ、2）

デハ豊熱ナク、1）デハ勿論賛熱ノヽルガ、3jデ

・ヽ最モ高度二豊熱ソヽルコ1ヽヲ･認メタ。叉ａ）ＴＯ

中/ Polypeptideト化學的物質タルThymonu-

klein酸lヽサ合シタ物、ｂ）ＴＯ中/ Polysaccha-

rideトThymonuklein酸トテ合シタ物トヲ･

結核海狸二注射シテ散熱反港ヲ検シタルニ、ａ）

ノミガ著明ナル豊熱反港テ呈スルコトチ認ノ

タ。

　

ソレニ由リ、ＴＯ中ノ主タル過敏元的成分

ノヽソノＰｏｌyｐｅｐtideデアリ、ソレサ能働スル物

質・ヽNukleoproteide乃至Nuklein酸ガソノ

主醵デアルコトガ分明シタ。

昭和12年斎藤ハ更二結核感染ニョリ既二過敏

性ナル試飲二結核菌成分中ノ（甲) Polypeptide

劃分（乙) Polysaccharide割分トヲ以テ熱反感

及ビ皮膚反港ヲ検シ、qjl群二於テ熱反港ト豊赤

腫脹テ具備セル完全ナ皮膚反忠トノ現ノｙチ

同ジク昭和11年斎藤ハ最二平林ノ賓験中、過敏

　　

見、乙群二於テ.・ヽ熱反庶ヲ訣グコト前記ノ迪り･
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1・シ、皮膚丿丈咆二在リテ。･ヽ豊赤ヲ訣グ腫脹ノミ

現ノ｀レル71トラ認｡メタ。

コレヨリ先、Maschmann und Kiister ノ、TO

中ノ有該物質ラ精製スル目的サ以テ多クノ研究

刊Jﾆ｀ヒ、Sauton培養ニ３ル｢ツ｀ヽ゛ルクリン｣中

二結核性試獣二對シ猛毒こ・シテ低キ致死を７示

フヽモノ1ヽ、毒性弱クシテ唯グ組織μ庶ノ£ヲ･現

ノレハモノトサ匯別シ、前者ラＴｏｄstofr，後者ヲ

Hautstoff卜柵シタ。糟谷ノヽHautstoff ^ a

物質、Todstoffグβ物質ト蘇ソ、ルニ至ツタ。

茲二於テＴＯ有該物質中ニハ大別シテ、

1) Polysaccharide = Hautstoff (Maschmann"

Kiister) =a物質(糟谷) =InduratogenC青山)

2) Polypeptide = Todstoff (Maschmann-Kiis-

ter) =β物質(糟谷) = Inflammatogen (青山)

トノ如クニ匹別スベキ物質ノ存在ソ､ルコlヽが明

カトナツタ。

昭和13年斎藤ノ研究ハ更二一歩プ進べ結核

二感染七ル海狸ニ、1) TO, 2)肺細胞ノ核物

質、3)ＴＯト肺核物質トラ混ジタ物ノ３種入用

ヒテ、ソノ毅熱反庶ヲ･検セルニ、1)。・ヽ豊熱作

用アルハノ勿論トシ、2)ノヽ毅熱作用ナク、3)ニ

在ツテハ1)ヨリモ著シク強烈ナル豊熱作用尹

示ソ､コ

　

1ヽサ躍ｙタ、。之二由テ、ＴＯノ不完全抗

原即チLandsteiner以来ノＨａｐtｅｎトシテノ

性質ノ備ノ'ヽレルコトラ明瞭ナラシメタ。

同年斎藤ハ更ニａ)化學的製剤タルThymonu-

klein酸、b) Thymonuklein酸十結核培養ヨリ

得タルPolysaccharide, c) Thymonuklein酸

十同上Polypeptideナル３種ノ物ヲ以テ、結核

性海旗二對シ毅熱反庶ラ検シタルニ、唯グｃ)

群ノ試獣ノミガ著明ナル熱反嘸ラ呈シタルコト

ラ躍ｙ得タ。

以上ノ多クノ賓験二由リ、結核菌若クノヽＴＯ中

ノ過敏元トナル・ヽごキ物質ノヽ主トシテソノＰｏｌｙ-

peptideこ在ルコト｡ハ動カハベカラデルモノ

トナツタ。叉身膿細胞ニシテコノ不完全抗元

(Hapten)ラ賦活スルモノノヽ、ソノ原形質ニアラ

ズシテ、核成分、自]チNuklein系ノ物質タル

737

コトモ解ツタ、、即チ次ノ如ク之ヲ標識スルコト

カアキル。

lｏ彭２↑詰問乙゛元

　　

｝｜

結核困二鄙Ｐｏｌｙsａｃｃｈａｒide＝組織腫脹元元

，

　　

核―>Nukleoproteide―ﾀNuklein酸＝
細胞醵{原形質

　　　　　　　　

賦活物質

以上ノ宣験的成績其他二基キ總括的観察ヲ進ム

ルニ方リ、楢ネ先ゾ注意ヲ喚起シオクベキコト

ーハ、賞験的結核二於テモ亦結核菌ノ感染｡・ヽ必ズ

シモ直チェ過敏症ヲ起サズ、一定度ノ組織破壊

列寺ツテ初メテ成立スルモノタルテ見ルベキデ

アル。言ヒ換ヘレバ、結核菌が感染シ、或ル程

度ノ噌殖ヲ･遂ゲ、場所ノ占居ノタノニ臓器組織

ノ破壊ヲ生ジ、郎チ組織細胞ノ撥性若ク。・ヽ崩潰

ニョリ、胞核成分が膿液中二移行シ、結核菌ノ

生理的分泌物若クズヽ老慶ニョル成分ノ分散物タ

ル毒郎チHapteneが核物質1ヽ共働シテ過敏性

ノ成立スルニ至ルモノナルコト疑フｇキ絵地ナ

キ所トス。而シテ彼ノＭｏｒｏｕ. Keller J痘苗

二於ケル涌谷ノ豚血清二於ケル事情モ極ｙテ明

瞭トナツタ､、印チ通常多敷動物ノ血清ハ殆ンド

胞核物質ヲ含－ナ･1ケレドモ、豚血清ノそ｡ハ梢

々多岫ノ核物質ラ含有シ、平林、谷口等ノ謐明

セル所ニョレバ、亦ヨク彼y Feulgen氏染色

ヲ呈フ、ルモノデアル。牛痘苗ハ元来非常二多量

ノ膿球1ヽ憤ノ皮膚組織ノ崩潰物テ含有シ、ソン

ノ核成分がＨａｐtｅｎノ賦活胎1ヽシテ作用っいレ

コトモ亦極ノテ常然lヽ見ラレルノｉナラズ、ソ

ノ痘苗が含有‘リレ崩潰細胞ヲ除外シテ考ヘテ

モ、痘毒白質二起炎性有ル以上、こが接種サ受

ケタル個質内ニベ

ノ血中出現が農フヽル。之二由ツテLandsteiner

以来牛痘苗及ビ豚血清が｀Ｈａｐtｅｎｅノ賦活物ト

シテ認ノ･ラレナガラ、ソノ本態。・ヽ全然不明二腸

シタルママ今日二至レルモノモ、以上青山拉ニ

ソノ共働者ノ研究ニョリ澗然トシテ明瞭トナツ

タノデアル。

　　　　　　

、

要いレニ結核過敏元ハ不完全抗元(Haptene)デ

アツテ、軍濁ニテハ過敏性ノ登生ラ促シ得ズ、
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必ズ胞核成分が賦活胆トシテ共働スルヲー要シ、

自然ノ感染二於テモ、若クハ接種結核二於テモ、

必ズ先ヅ或ル程度ノ胆内細胞若クダヽ組織ノ破壊

叉・ヽ受性テ要シ、由ツテ以テ胞核成分が膿液中

二遊離セル後二於テ初ｙテ過敏性ノ晨生尹見ル

ニ至ルモノデアル。コノ胞核成分が血中二遊離

セル状態サ青山ハ新タエNuklein§､ｍｉｅト命名

シタノデアル。

乃デコレテ過敏恰ノミカラ観テ、人膿自然ノ場

合ソレノ碓生スル機序ヲ考フルニ、次ノ如クア

ノレベキデ｀アノレ。

結核感染→菌ノ占居及ビ堆殖り原晨病竃形成一ﾀ･

早晨免疫ノ成立スルコトトセザルコトトアリり

原晨竃群形成り白血球若クーハ組織愛性叉ハ破壊

→「タクレイ」ヽミ４」-ﾀﾞ菌毒ノ分泌若ク。・ヽ老庭産

物ノ放出-ﾀ過敏性ノ殺生。

以上ノ見解ニョリ結核感染モ免疫ヲモ件ハデル

過敏性ノ晨生テ見ンガタメニ、ＴＯ叉ハソレノ

Hapten性成分等列

成分テ共働セシヘ若クズヽ生胆内一於テ「タク

レイネミ４」ヲ誘殺ソヽベキ手段トシテ、肺ノ部

分的火傷テ典へ、若クハ牌ノ澱粉様受性ヲ起サ

シメタノデアル。斯クシテ生成セシメ得タル人

工的結核過敏症ノ際、ソl／等ノ試獣が生結核菌

ノ感染ヲ阻止シ若ク・ヽ防禦スル具ノ結核免疫性

ヲ享受シ得ザルコトハ賓験テ要セズシテ自明ノ

コトト思ハレルガ、余等ノ｀叉特･ニ賓験こヨリソ

レテモ立鐙シタ、、

斯クテ、感染ト免疫テ伴。・ヽデル結核過敏性ノ成

立及ビ存在グヽ不動ノ事賓トナツタ。

Bieling及ビソノ共働者ハ約10年以来種々興味

【第18巷

ｱうレ研究ヲ殺表シ、結核免疫ト過敏性ノ異同二

開シ大二注意テ喚起シタ。彼等ノ猪タル事賓ハ

余等ノ見解テ以テスレバ、免疫ト過敏性ノ分立

二向ツテ既二甚グ多クノ事賓ヲ･提供シテ居ル

ガ、賓験ノ性質が、Koch氏現象ヲ･追フニ過ギナ

ペガタメー、彼等ノ所謂真正抗菌性免疫モ過敏

　　　　　　　　　　　

一一一一
性反廳テ介シテ殺生シ家ル結果。Die gesteig-

erte Heiltendenz des vorinfiziertenTieres ist

also die Folge einer mit　einer　Ueberemp-

findlichkeitsreaktion

　

gekuppelten

　

echten

antibakteriellen Immunitat “、ト樽スルノＬ

ムナキュ至ツテ居ル。然シナガラ賓験ニョツテ

畢ゲ得タル事盲ノ中ニハ、第一二前處置後２日、

印チ明カニ未グ過敏性ノ殺生セデル時期二於

テ、早クモ或ル程度ノ對感染抵抗力、郎チ所謂抗

菌性免疫ノ現ハレタルヲ澄明シ、（之ハコトユヨ

フレ1ヽSchwarzmann現象ナルヤモ知レヌ）第二

二丿ヽ死菌ラ以テ前處置シ、一旦過敏性ノ殺生セ

ル後、更二日テ経テソノ過敏性が減弱シ、若ク

刈

セルコトサモ見タノデアル。叉別ノ賓験二於テ

ー・ヽ家兎が血管内生菌感染ノ後３週乃至４週間チ

経テ初ノテ組織學的過敏現象サ呈露シ来ルコlヽ

モ明カ三記載シテ居ル。コノ三ツノ事賓・ヽ更ニ

ソノ詮索ヲ･進ノテ行ケバ、或ハ直チΞダヽ免疫ト

過敏性ノ異同ト分立二想到シ得ずルーデモ、殆

ンドソレニ近イ所マデダヽ進え得タデアラウト思

｡ハl／ル。然シソノ賓験ノ方法が重感染若クノヽ過

敏性テ登スル前處置後ノ感染テ基礎トシテ行・ヽ

レタ開係上、ソ1／以上ニハ進展シナ４ノモ亦Ｌ

ムラ得ヌニ1トデデッタ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第４章

　

考

　

察

斯クテ結核免疫トソノ過敏性ノ異同及ビ對立ハ

　　

ノ醵液中三胞核物質が生理的範園ヲ越エテ存在T

極メテ明白トナツタ。結核免疫。・ヽ自然ニハ結核

　

（「タクレイ」ぺｆ」）スル場合ソレノ共働ニョリ

感染ニｊリ若クハ人工的二結核免疫元テ非経口

　　

殺生シ来ルモノデア゛ル。従ツテ免疫テ敬生セシ

的二輸入スノレコ

　

トニョツ｡テ生物學的特殊反庶ト

　　

ムノレコドハ容易ニシテ簡軍ナl／共、過敏性チ

シテ生起セラレ、結核過敏性｡・ヽ結核感染ニョリ

　　

誘起スルコト､ハ梢ｌ複雑デアル。自然ノ感染二

若ク・ヽ結核菌毒テ非経口的二輸入セル場合ニソ

　　

際シテヘ冤疫ノ殺生ノヽヽ速カナレドモ（早衰死
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疫）（Ｂｉｅｌｉｎｇノ賓験ニテ｡・ヽ免疫的前處置ノ後２

日ニシテ明カニ免疫ノ殺生ヲ澄明シ得ルトモ言

フ）、過敏性ノ殺生ハ感染ノ後、病機が進展シヤ

或ル階段二達シ、一定度ノ細織ノ聴I生若クハ破

壊アルテ前｀提1ヽヌ､ルガ故こ、ソノ成立ハ遅レル

モノデアル。

初感染ノ後、早農免疫が先ヅ殺生シ、過敏性ハ

邁カユ遅レテ形成セラルルコトハ感謝スベキ天

ノ配剤デアル。若シ初感染1ヽ共二直二過敏性ノ

殺生が始-・ルモノナラバ、原殺病竃が治癒状態

二入ルコトノヽアリ得・ヽごガラス、結核－ヽ感染後直

ニ、恐ラク｡ハ皆急性ノ経過ヲ取ルベキデアラ

ウ。ソノ賓例ハ賢二必ズシモ稀ナルモノデナ４

コト周知ノコトニ属スル。

　

ソレ故二叉、過敏反

息ヲ検スルコトニョツテ結核感染ノ有無ヲ検セ

ントスルヘ一二八迂遠ナル仕事デアツテ、ソ

l／テ検出シ得タル時ハ既二甚グ著明ナル病憂テ

「レントゲン」像二於テ認ｙ得ルコト屡ｌデア

リ、ニュハ場合ニョリ危瞼ナル結果テ生ズルコ

トモ亦常然ト言ハネバナラメ。

扨テ、人儀が結核菌ノ侵入ヲ受ケタル後、免疫

ト過敏性ノ殺生フヽル機序、ソノ雨者ノ相開開係、

ソレノ病機ノ経過二及ボフ、影響等列臍序ヲ追ツ

テー筋書トシテ見ルナラバ、大儀次ノ如キモノ

デアル。

免疫モ過敏性モナキ人慌二結核菌ノ新鮮ナルモ

ノガ侵入スレバ安定ナル場所印チ無抵抗部位

(locus nuUius resistentiaeバ有馬)一定著シ卸

チ感染フ、ル、菌ノヽ此所二占居シ初ノノヽ消化サレ

易キ免疫元性ノ。Ｓ“型ニテ増殖シ、先ヅ異物

作用が始－リ、Chemotaxisニョリ白血球ノ集

合ト浸潤が起ル、異物膿瘍が形成サレル、淋巴

道ニョリ所属淋巴腺二達シ第一ノ轄移竃テ生ズ

ルコトアリ叉ハ之テ生ゼルコトアリ、原登病竃

及ビ原登竃群、異物膿瘍形成ノ初ｙヨリ菌ノ一

部ハ白血球若クハ膿液ニョリ溶化サレ吸牧サレ

ル、ソレノ反恵トシテ所謂早登免疫(Initial-

im muni tat)が比較的短期間二成立スル、ソレノ

成立セザル事情ノアル場合ニハ急性ノ結核二直
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ニ移行スル、早稜免疫が漸次増強シ或ル程度二

達スレバソノ免疫作用ヲ蒙り菌.ハ最早白山二殺

育噌殖シ･難クナリ、漸次二過敏元性ナル。Ｒ“

型二移行フリレ、其間ニモ1）異物膿瘍内ノ白血

球ノゝ-一部老座シ溶解モシ、叉2）原殺病竃及ビ

原殺竃群ノ殺生ニヨ･ﾘ一部ノ組織が受1唯シ若ク

ノヽ破壊サレルカラ、コノ雨者ニョツテ或ル程度

ノ「ヌクレイネミイ」が起リ、。Ｒ“型トナツタ

菌が分泌シ若ク．・ヽ老座死滅スルニョリ過敏元が

遊離シ吸収セラレ、茲二初ノテ著．々トシテ過敏

性が殺生スル、ソレ以後ノ結核ノ経過／ヽ身態ノ

種々ナル事情ノ影響ニモヨリ、主トシテコノ免

疫ト過敏性トノ相剋二基キ、比較的簡軍ニシテ

良好ナル結果二達スルモノト、複雑ニシテ不良

ナル疾病現象二移行スルモノトユ岐レル．早稜

免疫ノ殺生以後、菌．・ヽ常ニ。Ｒ“型デ留－リ発

育モ増殖モスルガ、叉他方デ・ヽ一部分､ハ老慶シ、

死滅シ、崩壊シ若ク刈畷液ノ認二消化サレ吸収

サレルガ、過敏元ト免疫元ト・ヽ常ニソノ各々ノ

反座ヲ誘起スルコトー・､ハ髪リガナイ、吸収サレ

タル菌ノ蛋白膿・ヽ常二免疫元トシテノ反座ヲ起

ソヽ作用テナスカラ、臓器結核テ起シタル後モ生

態.ハ亦能ク所謂比較的免疫ノ状態ト過敏状態ト

ヲf井有フヽルノデアル．

叉、既二繰返シ言フ如ク、免疫ハ生態二對シ、

局所的(zellular)ニモ、全身的(humoral)ニモ常

二必ズ好影響ヲ･呉フルノミテ以テ終始スルニ反

シ．過敏性ノヽ局所的ニモ、全身的ニモ常二必ズ

悪影響ノミテ起シ、病的現象ノレチ以テ反座フ、

ノレモノデ｀アノレｏ

夫レ故ニ、若シ既二結核二感染シテ若干ノ時日

ラ経、免疫テ享受セル傍ラ過敏性トモナリタル

個態二對シ、具ノ免疫元ヲ･以テ臨ノ･バ、一面二

於テハ既二態内一成生セル具ノ免疫膿（普通ノ

Immunkorperト言フ意味ニアラザル具ノ免疫

元二對座－リレ免疫態卜ヽ先ヅ動員七丿レ、他面二

於テグ楡入セラレタル免疫元二反座シテ新ター

免疫態が産生セラルベキデアル．コノ動員セラ

レ若ク．･ヽ新タユ産生セラレタル免疫態ノヽ必要ニ
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底ジテハ直二現役的任務ヲ果シ、若ク八次デ束

ルｇキ必要ノ篤メこ貯蔵セラル‘｀ヽ゛゛キデアル。カ

カル見解二立チテ初メテ其ノ免疫元タル余等ノ

ＡＯノ彼ノ迅速ナル作用拉二持続的作用ヲ共二

理解シ得ルモノデアル。コノ免疫作用ノ･ヽ、例へ

べい所的(zellular)ニハ･病竃ノ炎症ノ消退次

デ治癒、全身的(humoral)ニダヽ精紳爽快、食慾

増進、植物性紳経作用ノ恢復等デアル。叉コノ

免疫作用が著明二現^^ )レノレニ方ツテノヽ、過敏性

現象ハ反對二著シク抑歴セラレ若クハソノ影ヲ

潜ムルニ至ルノデアル。此所ニモ亦免疫ト過敏

性トノ對立サ見ルノデアル。吾人日常無数二遭

遇スル結核ノ自然治癒(原賛病竃ノミチ有シ健

康二留一･・ル者、若クハ既二過敏性ノ噌劇、早特

免疫ノ動揺－ヨツテ若干ノ病状テ呈シタレド

モ、特殊療法テモ用ヒズシテ再ビ健康二蹄リタ

ル者)ノ場合モ、免疫ノ優位ニョリ過敏性現象

ノ抑圧セラレタル状態タノレノヽ同一デアル。

之二反シ、既二結核感染ヲ･経テ、若干ノ免疫ヲ

有フ、ル傍ラ過敏性モ成立シテヰル個幄(ＴＯ反

庶陽性叉ハ恢復性敗性｢アネルギー｣状態)ニ｢ツ

ベルクリン｣類若ク､ハ過敏元性ノ弼イ結核菌製

剤テ以テ臨ムナラバ、病竃(zellular)ニ於テモ、

全身的(humoral)ニモ、忽チーシテ不良ノ反庖

印チ過敏現象ヲ惹起シ来ル=]ト周知ノ通りデア

ル。人醵ズヽ或ル程度ノ病竃形成印チ組織破壊ニ

ョリ、｢ヌクレ・1ネミ４｣状態二在ル、結核菌ノヽ

盆ｌ繁殖シ、菌毒物自]チ過敏元ヲ放出フ､ル、過

敏性Diathese -・ヽ洽カトシテ賃育シ、過敏性現

象ハ続カトシテ登現フヽル、自]チ病状・ヽ進行スル

ノデアル。日常ノ遭遇トシテダヽ臨休上不良ノ経

過ヲ取ル場合デアル。叉過敏性ｦｰ検フヽル方法ト

シテ、濃度ノ高イ｢ツベルクリン｣ヲ反復シテ人

値二注入フ、ル場合、急性結核症ノ誘登セラルル

コト紗カラサうレモノガ亦之二垢スル。コノ場合
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ニ於テハ過敏性ノ優位ニョリ、所謂比較的免疫

ノヽ程度的二若クダヽ極度二抑歴セラルルノデア

ル。此所ニモ亦明カユ免疫ト過敏性トノ異同1ヽ

對立トラ看取シ得ルノデアル。

コノヤウニシテ、免疫ノヽ善良ナル側二於テ、過

敏性ハ不良ナル側二立ツテ、ソ1／ヽ／レノ因果瓊

ヲ･形成シ、輪廻シテ、感染以後二於ケル結核ノ

経過が支配サレルノデアル。カカル観黙二立ツ

場合二初ｙテ吾人ノ日常遭遇スル極ノテ複雑ナ

ル結核症ノ種カ相ヲ理解シ得ルノデアル。人生

ノ日常生活ハ身膿ノ内外種カノ事情二施ジテ健

康状態モ断エズ動揚フヽルモノタルダヽ勿論デア

リ、結核ノ経過モ亦ソレニ開シテ影響ヲ蒙ルコ

トモ亦言フザ要セデル所デアルガ、結核ノ病機

一切ノ根幹ハ免疫ノ消長ト過敏性ノ噌減ニョツ

テ支配サレルモノタルハ疑フベキ絵地ナキモノ

デアル。

繰り返シ言フ、既二過敏性ノ成立シ、若クー・ヽ成

立セットセル時(感染シテ未グ過敏性が成ルニ

至ラナイ時)ニ常リ、｢ツｇルクリン｣若クノリ

ノ他ノ過敏元性結核菌製剤叉ダヽ。Ｒ“型結核

菌等が作用フリレトキダヽ、ソノ強弱、量、同撒、

ソレテ受ケル個慌ノ状況等ニョリ、忽チ過敏性

反唐が起り、印チ疾病ノヽ噌悪シ、ソノ因果環的

活動ハ終ニハ拾牧スベカラデル不良ノ結果ヲ醸

成っレニ至り得ルモノデアル。之二反シ、ソ

ノ際無害ニシテ免疫反施ノミヲ･起シ得・ヽ

免疫元が施用サルヽナラバ、既存ノ免疫性ハ動

員セラレ、若クダヽ新タエ免疫が蔓生シ、由ッテ

以テ身剪事情､ハ好韓スルノデアル。

叉、未グ結核二感染セデル個幄二向ツテ結核免

疫ヲ呉ヘントスル場合、免疫元テ用フルカ、過

敏元性ノモノヲ'以テ臨ムカノヽ議論列

デアル。

　　　　　　　　　　　　　

附論１｢ツベルクリン｣禍害

余等ノヽ嚢ニ｢｢ツ・ヽごルクリン｣反恵ノ濫用ヲ警戒

　　

ト共鳴トヲ臓チ得タ．就中ヽ軍部二於テ結核像防

フヽ』テフー文ヲ賛表シ、幸ｔニシテ大ナル反響

　　

接種チ余等ノ献ゼJt’材料ニ・ツテ施行゛ラ゛｀
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際ニ、｢ツ’ヽりレクリン｣反座ノ推移ｦｰ検討フヽルコ

トハ、既二全面的二慶棄セラルヽノ情況二在リ、

學界二於テモ連年ソノ是非が論議セラレ、若干

ノ業績テモ生ムニ至ツタ。ソノ禍害ノ程度ハ簡

軍ナル検診ノタノニ唯グ１同之ヲ施行スル場合

ニモ、個膿ノ事情ニョリ、必ズシモ無害ナラデ

ルノミナラズ、甚グシキーハ我熱倣日二及ビ、若

クハ頭重不快ラ訴フル者ハ決シテ稀ナラズ、場

合ニョリテハ、淋巴腺腫ヲ我シ、切開排膿治療

梢い長期二亙ルモノスラアリタリト聞ク、゛賓二

感心二堪エずルモノデ、ソレ・ヲ行使スル者ノ受

醒尹切望フ､ルモノデアル。

更二叉、彼ノ皮膚反座陰性ナル者二對シ、

　

ソノ

推移ヲ検セントシテ、毎月一同若クノヽソレ以上

濃度高キ｢ツ・ヽごルクリン｣ヲ以テ皮内反座ラ検シ

タル場合二最モ悲シムベキ事情テ我フヽルコトア

ルベ｀コキト｡・ヽ、既二上記ノ提論二於テモソレヲ

指摘シタルガ、ソノ後大阪市立刀根山病院二於

テ、右ノ賓験ヲ青年女子二就テ複試シ、意想ヲ

超エタル惨状ヲ惹起シタルコトダヽ、學會二於テ

モ既二我表報告セラレタル所デアル。

元来｢ツベルクリン｣ノヽソレヲ患者ノ治療二用フ

ル場合ハ、ソノ量及ビ方法、間隔等モ常二個性

的二非常二惧重ナルサ要シ、ソレニ由ツテ障碍

ヲ見ルコト稀ナル状態デアリ、障碍アル場合ノヽ

勿論ソレテ持績スル能ハズトシ、殊二中村(文)

氏法出ヅルニ及ビ、全クソノ悪影響ハ叉除セラ

レタル如シデアル。

然ルへ診断上ノ庶用ハ之ト異リ、個膿ノ事情

｡'｀全然度外二置カレ、７ンツー反座二至リテ｡ハ、

性卜年齢二開ラズ常二殆ンド同一條件チ以テ之

サ施シ、毫モソノ悪影響二就ﾌｰ　＾＼意二介セラレ

-
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デルモフヽ如クデアル。荊「ツ｀ヽ゛ルクリン」１千

萬倍液ヲ皮内注射二用フル場合ノヽ障碍登生二注

意ス・ヽごシト言ツタ者ガアル。宜ナノLカナ我國ニ

モー部ニハ具眼ノ士アリ、成人ト小児斗二同一

量ヲ･使用ン、ルノ不可ナル所以リ･指摘セル者ア

リ、漸次ソノ禰害ノ及ブ所ヲ縮小セントスル努

カノ現ノヽレツヽアルモノ如クデアル。然シ叉他

方二於テノヽ、ソレ等ノ事情ラ顧ミズ、泗カトシ

テ抵抗カナキ範園ニソレヲ彊用スルコトモ未ダ

全クソノ跡ヲ絶タデルモノアルヤユ聞キ、

　

ソノ

禍害ノ及ブ所斟少ナラデルベキヲ察シ、叉往。々

ソノ賓害二接シ、ソレ等個人ト赴會ノ篤ノニ慄

然トシテ傷心シ且ツ慨嘆セデルテ得ずルモノデ

アル。本論斂スル所ノ「ツ・ヽごルクリン」ノ過敏元

トシテノ毒性、過敏性ノ本質、敗性「ア」ヽルギ

ー」ノ存在等、ソレヲ仔細二検討スルノ士ノヽ、

皆以テ直チェカノ「ツペ｀ルクリン」検診法ノ個健

二奥フル悪影響ノ鮮少ナラデル・ヽごキヲ看取スル

ニ不足ナカルベシト信ズ。余等ノ痛心シテ世二

惣フル所以ノ･ヽ（ツベ）レクリン」反庶ヲ存績スルコ

ト､ハ賓二有害ニシテ無盆ナリト信ズＪレ理由多ギ

ェ･由ルノデアツテ、－ニ唯グ祗會ノタメニソノ

弊ヲ除カント欲スル以外、毫モ他意アル詳デ。ハ

ナイノデアル。

恂ネフ17問題二開シテノ｀、既二蒐集゛ル多数ノ

資料ヲ提示シ、論旨ノ徹底ヲ期スベキデアルガ、

本論ダヽ結核免疫ト過敏性ノ異同ヲ論ズルガ主意

デアリ、ソレニ於テ詳細況ケル所ヲ玩味スル讃

者ニ｡ハ、「ツ・ヽごルクリン」禍害､ハソノ間白ラ憚然

タルモノデアル・ヽごキラ信ジ、資料提示ノ’ヽ他ノ機

會二譲ルコト｀シタ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

附論２

　

BCG

余等八本論二於テ結核ノ免疫ト過敏性ノ本質ヲ

　　

アル．蓋シ我國二於テ.・ヽＢＣＧノ價値等二開シ

詳論シ、併セテソノ影響ニョル人鰻ノ禍福ト雨

　　

テ．・ヽ、偶.々熱心ナルソレノ支持者等ヨリー方的

者ノ功罪トヲ雀シタルニ開聯シ、終二叉ＢＣＧ

　　

ニソノ施用ヲ説か､レ､レノｉニシテ、傍観者.・ヽ－

ノ本質及ビソノ抗元トシテフ作用及ど價値等こ

　　

斉ニロヲ絨シテ語ラズ、冷静ナル批評ヲ聴クヲ

開シ、一言ノ惜シム・ヽごカラデルラ痛感スノレノデ

　　

得ずル憾ナキュシモアラズ、況ンヤソノ本態ハ
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本論二於テ解説セル所ト極ノ･テ深キ開聯アリ、

且ツ外國二於テハＢＣＧトＡＯトハ殆ンド゛常二

併柵セ］いレヽノ状態ご在リ、旁ｌ茲二平生所懐

ノ一端テ語りオクコトハ、叉必ズシモ徒事ニア

ラズト信ズルモノデアル。

従来余等ハＢＣＧニ開シテハ惜重二沈黙ヲ守ツ

タガ、然シ注意ヲ･怠ツテヰルノダハ決シテナカ

ツタ。余等ハ結核ノ國家計會的大惨寓サ深ク知

リ、之二深憂ヲ抱クニ於テ決シテ人後二落チデ

ルガ故ニ、濁リBcaニ限ラズ、何ニテモアl／、

結核像防ノ功ラ樹ツルモノノ出現ヲ常二待望シ

テ已マデルモノデアツテ、彼ノ熱心ナルBCG

研究者等ノ希求スルガ如キ優秀ナル成績ノ殺表

アルラ待ツヤ既二久シキモノデアル。

　

ＢＣＧノ･ヽ

余等がＡＯノ殺表二後ル･、コ

　

ト１年ニシテ初ｙ

テ殺表セラレタルモノデアルガ、宣傅上便利ナ

ル地位二生レタルガ故ニ、忽チュシテ世界中－

ソノ存在尹知ラルヽニ至り、一時ノヽ賞二泗天ノ

勢ヒヲ示シタルコト周知ノ通りデアル。不幸ニ

シテ1929―1930年Liibeck事件ノ殺生二遭

ヒ、ソレト前後シテ多斂ノ有カナル反對者モ現

｡・ヽレ、終二一大頓挫チ来シ、鶏逸、伊太利政府

ノ如キハ断然ソレガ試用テ禁止シテ今日二至ツ

タ。我國二於テハ昭和２年日本結核病學會總會

二於テ、宿題報陛トシテ佐藤氏－ヨリ、βＣＧ

トＡＯノ動物盲験上ノ比較アリ（但シこ1ノ宿題

報告ノヽ今日二至ルモ未グ記述セラレナ杓、ソノ

後主トシテ阪大今村氏ニョリ最モ熱心ニソレノ

人懇懇用が槙行セうレ、一部ハ報告モサレタ。

ソノ初ノハCalmette /學説ノ通り、初生見（幼

孚L兌ニモ？）ニ内服的二試川セラレタガ、時ニハ

障碍モアリ、且ツ成績モ特二賞揚シ難キモノヽ

如ク、近時ハ専ラ青年女子等二皮下注射法こｰ∃

リテ試用セラレ、更二昭和13年以来ノヽ文部省

學術振興會ノ結核憬防特別委員會ニ=ヨリ、梢ｔ

廣ク皮下注射法ニョル像防的妓果が検討セラレ

ツ｀アノレト聞クノデアノレｏ

余等ノ一人有馬。・ヽ昭和５年諾威オスロ（第７同

國際結核會議)及ビ巴里一於テCalmette氏ト

一 一
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會シ、同氏ヨリ最モ卒直ニＡＯノ試験資料提供

ヲ乞ノヽレタルニ對シソレヲ･贈リ、儀鐙トシテ叉

ＢＣＧ菌株ノ分譲ヲ乞ヒソレテ得タ。ソノ後余等

モ亦ＢＣＧテ以テ2、3ノ賓験テ行ヒタレドモ、

他ノ賓験者ノ成績二比シ特二異色アルモノテ見

ズ、掲ツテ敢ヘテ報告モ出サナカツタ。然シ、

ソレテ大質二試用セン==］トダヽ、主トシテ本論二

詳述セル結核ノ免疫ト過敏性ノ異同問題二則

シ、労ｌ以下述べ゛ル理由ニョリ、未グソレニ著

手セズ、叉近キ将来二於テモ著手スベキ計書・ヽ

モタナイノデアル。

理

　

由

第１．大質ノ結核病原ハ大型結核菌が主デア

リ、殊二我國ニｙテ。・ヽ余等自身ノ探求二在テハ

未グ曾テ１株ノ牛型結核菌ヲモ人質材料ヨリ検

出シ得クルーIIヽナク、他ノ研究者二在テモ人儒

材料ヨリ牛型菌株ラ検出シ得クルスヽ余等ノ寡聞

未グ之サ聞カナイノデアツテ（！）、大質ノ徐防

免疫ヲ策セントナラバ、ソノ免疫元ハ大型菌ニ

フレテ求ムｇキガ本筋デアルトセネバナラち

然フレニＢＣＧノヽCalmette氏等ノ唱フル所ニョレ

バ、牛型菌ノ１株ヨリ獲タルモノデアルコlヽ周

知ノ通りデアツテ、既ニソノ免疫條黙ラ異ニセ

ルモノト考フルモノデ｀アノレ。

第２． BCG ハａｐａtｈｏｇｃｎナリト言｡ハレテ居

ル。然シソレニハ少ガラス議論干アリタルコト

周知ノ所デアルガ、大質二感染スルカナキコト

ノヽ認メテ差支ナシト信ズル。ソレノヽ可シ。弱毒若

クノヽ無毒生菌免疫ハKoch以来結核人工免疫探

求ノ焦鮎デアリ、余等モ亦初ｙハ専ラソノ方針

テ持シテ研究二従事シタノデアツタガ、弱毒

人型菌サ以テシタ余等倣年間ノ研究ハソノ牧獲

皆無デアツタ､、次デ故意二強毒ナル人型菌種ヲ

選ミ、ソレテ以テ賓験ヲ開始ッ、ルニ及ンデ、俄

然lヽシテ且ツ一畢二空前ノ好成績二到達シ、ソ

ノ方針サ堅持シテ数多ノ弧毒菌株ノレ=ｦ用ヒ績

.々トシテ像想テ超エタル優良ナル成績テ出スヲ

得タルコト数次報告セル所デアリ、弱毒モシク

．・ヽ無毒菌株ヲ提ゲテ優良ナル結核免疫元テソノ
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裡こ摸索スルコト､ハ迂遠ナリ1・考フルモノデア

第３．本論結核免疫ノ定義雄ニソノ資格等二於

テ詳論シタルガ如ク、結核免疫元タラムモノ・ヽ

感染前ノ個煎二生菌感染テ阻止シ防禦スル像防

免疫サ賦典フヽルト共ニ、既二感染シタル人慌拉

二動物ニヘ殺生シタル結核性疾患ヲ･治療ソ、ﾉレ
･ 四

免疫ヲモ貢フルモノタルガ本筋デアル。然ルニ

ＢＣＧノ賓験的結核像防免疫ハ余等ノ要望スル

所ト甚ダシキ遥庭アリ、更ニソノ免疫治療作用

二至ツテノヽ、好奇ニモ人醵ニテ之ヲ試レタ者。・ヽ

アツタガ、未グ曾テ治療的免疫ノ片鱗テモ現ハ

シタルコ1ヽガナ４７デアル。動物盲験二於テハ

ソレヲ･試ミタル者モナ１．

印チ、結核免疫元トシテノＢＣＧノ資格・ヽ憾ム

ラクハ余等ノ要望スル所トソノ距離甚グ大ナル

モノガアリ、或ノヽ疑フ、ＢＣＧノヽ果シテ免疫元

性ナリヤ否ヤヲ。

第4．本論二於テ隨所論ジタル如ク、結核菌ノ

稜育スル場合、ソノ。Ｓ“型ノ･ヽ免疫元性デアリ、

ソノ。Ｒ“型ノヽ過敏元性デアルト考フル理由が

多カアルガ、解離培養こヨラデルＢＣＧノトＲ“

型デアルコト周知ノ通りデアル。 Petroff氏ハ

ＢＣＧノ･、Ｒ“型ハ無毒こ近４が、。Ｓ¨型

ノヽ有毒デアルト言ツタガ、他ノ研究者例ヘバ

Pagel /如キハＢＣＧノＲ型モＳ型モ共二毒性

･バ無イト記載シタヰル。Ｒ型ニモアレ、Ｓ型ニモ

アt／、無毒性ナラバ免疫元性乏シlヽ考フルコト

。’ヽ前項記載ノ如クデアリ、生菌接種ノ場合ハ有

毒ナラバニ1レテ用フルハ許サル‘゛キデナ仁

叉ＢＣＧヲ接種フ、レバ、微弱ナガラ過敏性ヲ稜

スルト謂ハレ、是レ印］チ結核免疫殺生ノ謐左ナ

リドハCalmette氏ノＢＣＧ殺表常初ヨリノ持

論デアル。 BCG ・ヽ過敏元性ナル。Ｒ“型培養

トシテ人醵二接種セラレ、醒内ここーテハ殺育ソリレ

コトナシ（う笞｀シ稜育噌殖ノレバ｀、ソレノヽ勿Jメハ

。Ｓ“ 型タルベキコト本論二於テ況４タ）トノ、

レバ、過敏性ハ殺生スルコトアルガ免疫テ殺生

スルコトハアリ得・ヽごシトモ考ヘラレヌ。結核過

743

敏性ノ殺生が人醒二利益ヲ倉ラスモノニアラデ

ルヘ本論二於テ特二明カユシタル所デアル。

第５．初生見ノ腸管ノ菌透過性尹利用シ、コレ

ラ内服七シムレバ、腸間膜腺二達シ、淋巴細胞

トBCG m 1ヽが其所二共棲生活や

以テ結核免疫が成立いレトナ人臆説・･ヽ余等ノミ

ナラズ多数ノ學者が疑問ラ抱イタ。果然、現今

ノ如牛皮下接種トナルニ至ツテ。・ヽ、ソノ罵説ノヽ

白う解消シタデー・ヽナイデアラウカ。

第６．免疫元性二開シテ。Ｒ¨型lヽ。S｀‘型ノ

コトノヽ前項二述べ゛タガ、人剪二用フル場合ニハ

吸収性モ亦軽脱フ、ベカラデル要約デアル。BCG

ヲ内服二用ヒ、淋巴細胞ト共棲セシノ’タ場合･ノ

吸収性若ク･ヽ組織液二前化ｻﾉﾚ

　

ヽ工合ハ果シテ

ドウデアツタカ’､姑シク措キ、現今ノ如ク皮下

接種ニ川ヒラルル場合ニハ吸収性ハ大イニ顧慮

シナケレバナラ孔結核菌ノ，,Ｓ“型培養ﾉ､睦

様物質ニ乏シク若シ感築力ナキ場合ハ組織液ニ

ヨツテ諮化吸収サレ易イガ、，,Ｒ“型ハ抗酸性

モ強イニ息ジ酸液ニヨツテi削ヒサレ難ク，容易

ニハ吸収サレナイｏ従ツテ皮下ニ接種ザレル場

合ニハ異物作用ﾘ･起シ易ｉ、卯チ異物膿瘍７作

刈頃向ガアルoで仁こ膿瘍テ形成つレニ至ラザル

場合ニハ何時カハ剪液ノタノニ諮化サレ、若ク

一’､白血球ニ柿捉サレテ他ニ運搬サレ、竟疫元成

分ハ竟疫反座ｦ･起シ、過敏元成――う戸､過



有馬､ハ此黙ノ事二開シ、先年欧米諸國學遊ノ途

次、相會シタル多叡ノ學者及ビ識者二之ラ質シ

大慌同感テ貢ヘラレタルモノデアル。但シ、ソ

ノ際ソレ等ノ識者モ言ヘル所デ、余等モ亦ソノ

感夕同ジクスル所｡ハ､理論ヨリモ賓救デアツテ。

　　　　　　

一一
ＢＣＧニ對フ、ル難鮎が昔二上述ノ如'キェ留－ラ

ズ、貧ホ多倣ニアリトスルモ、結核橡防ノ賓践

　　　　　　　　

-
ﾄ・1フ一鮎グェ備ハラバ、百千ノ苦情モ一切破

棄シテ毫モ差支ナイ､ハ言ヲ俣タタ。然ルニBC

Ｇノヽ結核慄防剤トシテ生レテ既二二十有七年、

宣傅二於テノヽ遺憾ナキモノデアツタガ、惜４

カナ未グ確賓ナル結核像防ノ賓妓アルテ聞クヲ

得ズ、結核死亡率二於テノヽ我國ト相距ル逡カラ

ザル佛國白幄二在テモ、縦シ如何ナル小匹域lヽ

言ヘドモ、ＢＣＧニョツテ結核清掃ノ目的ヲ違

シ得タル所アルラ未グ聞カナイノデアル。=1ノ

遺憾ノヽ特二我國結核研究界ノ趨勢二見テ、識者

ノ痛感フヽル所デアラネバナラヌ。

附

　

記

　　

校正二富リ、本文742頁後牛（!）印ヲ附シタル部分、人僣材料ヨリ牛型菌ヲ検出

　　　　　

ジタル者二占部薫氏アル＝=･1ヽヲ附412jス。
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